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気象データを⽣成する AI を開発 

既定の気象観測地点から離れた場所でも 
100m メッシュ以上の⾼精度でシミュレーションが可能な AI モデルを開発 

 
株式会社 Recursive（本社：東京都渋⾕区 代表取締役：ティアゴ・ラマル、以下「リカーシ
ブ」）は、過去の気象データを分析し、⽇本国内の任意の地点において降⽔量や気温、⽇射量など
の気象情報を⽣成する Borealis（以下、ボレアリス）を開発し、企業や⾃治体などへの提供を開始
しました。 
 
ボレアリスは、各種衛星データ、アメダスなどの気象データとトポグラフィをベースとして開発さ
れ、過去 20 年分の気象観測地点の情報分析から⽇本国内における任意の場所の気象情報をシミュ
レーションするシステムです。⽇本国内の気象観測地点は限られた場所に設定されていることか
ら、気象観測地点から離れた場所において細密な気象データを得るために、マンパワーや時間、コ
ストをかけて調査することが⼀般的な⼿法として⽤いられてきました。ボレアリスは⾼精度*のデー
タを AI が⽣成することにより、⼯数などの問題を迅速に解決し、企業や⾃治体などの迅速な意思決
定をサポートします。 
  
活⽤事例として、特定地点の⽇照量や⾵向き、降⾬量が年間を通じて⾼精度でシミュレーションで
きることから、⼤規模な太陽光発電や⾵⼒発電だけでなく、規模が⼩さい再⽣エネルギーの⽤地選
定においても簡便に発電量の算出が可能となります。その他、⾃然災害に対するハザードマップ作
成や農地計画、地⽅都市の開発など気象が関係する⽤地選定に幅広く応⽤が可能です。 
 
リカーシブでは持続可能な社会のために AIモデルの開発を⼿がけておりますが、今回開発したボレ
アリスを通じ、クリーンエネルギーの促進や災害対策、地⽅創⽣など多義にわたって社会に対して
より⼤きな貢献していきます。 
 
  
*精度について：ボレアリスの誤差について 
2019 年からの気象庁のデータを元に⽣産エネルギー量を算出し、これをボレアリス（AI）から算出したデータと AI
を使⽤せずに算出したデータを⽐較。実際のデータと誤差を⽐較したところ、AI を使⽤しなかった場合と⽐較して
ボレアリスは 59%の誤差を減少させる結果となりました。 
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■技術構造 

 
 
■価格/システム導⼊について 
システムの仕様によって異なります。 
 
 
株式会社 Recursive について 
Recursive は、持続可能な未来を構築するための AI ソリューションを提供するサービスプロバイダ
ーです。環境、エネルギー、医療、製薬、⾷品、⼩売など多岐にわたる業界の知⾒と⾼度な技術⼒、
サスティナビリティ事業に関する専⾨知識を組み合わせ、AI のシステム開発やコンサルテーション
サービスを提供しています。より良い地球環境や社会を未来の世代に残すために、⽐類なきプロフ
ェッショナルが世界標準のテクノロジーで新しい社会つくりをリードします。 
 
会社名 ：株式会社 Recursive / Recursive Inc. 
代表者 ：ティアゴ・ラマル 
所在地 ：〒150-0013 東京都渋⾕区恵⽐寿 1-19-19 恵⽐寿ビジネスタワー10階 
設⽴ ：2020 年 8⽉ 
事業内容：AI 開発、サステナビリティ事業に関するコンサルティング 
URL：https://recursiveai.co.jp 
 
 
 
 
 


